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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
・英文誌として Journal of Infection & Chemotherapy（JIC）を刊行している。 
・四学会合同抗菌薬感受性サーベイランスを実施して各感染症領域の分離菌調査を継続している。 
・抗菌薬適正使用関連の全国規模のセミナー・講習会、地域でのセミナー・講習会を通じて国内外で推
奨されている抗菌薬適正使用を啓発している。 

 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
・JICで国内の感染症・化学療法領域の研究成果を積極的に拾い上げ発信している。 
・サーベイランスの結果を基に国内の耐性菌等の情報を論文化して世界に発信している。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

・海外のジャーナルだと reject されやすい内容の論文でも意義の高い研究は紹介し、国内の研究の育成
に寄与している。 

・臨床分離株を提供することで、国内での新薬開発に貢献している。 
・抗菌薬等感染症関連治療薬・予防薬の供給状況についての情報を収集し、ホームページ等で公開し周
知している。 

 
ｄ.学会運営上留意している点 

公益社団法人として、厳格な運営に留意している。 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

JIC 誌は日本感染症学会および日本環境感染学会との連携によるものであり、四学会合同抗菌薬感受性
サーベイランスは日本感染症学会および日本臨床微生物学会、日本環境感染学会と連携した活動であ
る。 
 

 


